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多自然川づくりとは
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【多自然川づくりについて –国土交通省水管理・国土保全局HPより抜粋-】

小田川合流点付替え事業における多自然川づくり

「小田川合流点付替え事業」により新たに創出される河道において、多自然川づくりを
実施するために学識経験者から助言を頂く場として

「小田川柳井原地区川づくり検討協議会」を設置。

協議会 構成委員

専門分野 氏名（敬称略） 所属・役職

昆虫・環境学習 奥島 雄一 倉敷市立自然史博物館 学芸員

河川生態 萱場 祐一 国立研究開発法人土木研究所 自然共生研究センター長

河川利用 内藤 智 柳井原小田川放流対策協議会 委員長 （地域代表）

魚 類 中田 和義 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 准教授

植 物 波田 善夫 岡山理科大学 教授

水 産 藤井 義弘 岡山県農林水産総合センター 水産研究所長

河川工学 前野 詩朗 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 教授

※五十音順



主な検討項目

１．平水時の流水環境整備（瀬淵、みお筋、ワンドの創出）

２．高梁川と小田川の環境バランス、連続性の確保

３．アサザの生育環境の保全

４．ホソバイヌタデ等の一年生草本の生育適地の整備

５．在来タナゴ類の生息、繁殖環境の創出

６．河川利用等の観点から親水性への配慮
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目標と主な検討項目

【目標】 新たに創出する付替河道において、現小田川の環境を延伸し、多様な動
植物の生息・生育、繁殖環境、また河川利用を考慮した空間を創出する。

河道設計外力（水理条件）の設定

検討項目の抽出・目標設定・境界条件設定

河道検討・設計/デザイン

解析等による照査

河道設計（最終案）

モニタリング計画
以降 協議会

○具体的な検討方針等の提示

○検討条件の妥当性の確認

環境影響評価 フォローアップ委員会

小田川柳井原地区川づくり検討協議会

岡山河川事務所（事務局）

報告

助言課題・案の提示

関係者地域住民

意見聴取

情報提供

検討の流れ

意見聴取

情報提供

検討の体系
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第１回協議会

第２回協議会

○具体的な対応策の提示
・詳細検討結果の妥当性


